
創成科学研究科 博士前期課程　建設環境系専攻　建築学コース　カリキュラムマップ
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1 研究者行動規範特論 1 1 ◎
2 知的財産特論 1 1 ◎
3 サイエンティフィック・ライティング 1 1 ○
4 プレゼンテーション特論 1 1 ○
5 研究開発戦略論 1・2 2 ◎
6 企業経営と財務 1・2 2 ○
7 キャリアデザインⅠ 1 1 ○
8 学外特別研修Ⅰa 1・2 1 ○
9 学外特別研修Ⅰb 1・2 2 ○
10 長期インターンシップⅠ 1・2 6 ○
11 専門英語特別演習 1・2 1 ◎
12 建設環境系特論 1・2 2 ◎ ○ ○
13 建設環境系特別演習Ⅰ 1・2 1 ○ ○
14 建設環境系特別演習Ⅱ 1・2 1 ○ ○
15 建設環境系特別講義 1・2 1 ○ ○
16 工学系キャリア英語特論 1・2 2 ○
17 工学系英語プレゼンテーション特論 1・2 2 ○
18 基礎数理解析学特論Ⅰ 1・2 2 ○
19 基礎数理解析学特論Ⅱ 1・2 2 ○
20 基礎数理工学特論Ⅰ 1・2 2 ○
21 基礎数理工学特論Ⅱ 1・2 2 ○
22 応用数学特論Ⅰ 1・2 2 ○
23 応用数学特論Ⅱ 1・2 2 ○
24 高度ものづくり創成演習Ⅰ 1・2 2 ○
25 高度ものづくり創成演習Ⅱ 1・2 2 ○
26 創成デザイン工学特論及び演習 1・2 2 ○
27 先端科学技術演習Ⅰ 1・2 2 ○
28 先端科学技術演習Ⅱ 1・2 2 ○
29 構造解析学特論 1・2 2 ○ ○
30 地盤力学特論 1・2 1 ○ ○
31 地盤防災特論 1・2 1 ○ ○
32 環境保全工学特論 1・2 2 ○ ○
33 社会システム分析特論 1・2 2 ○ ○
58 建築構造設計演習 1・2 2 ○ ○
59 建築設備設計演習 1・2 2 ○ ○
60 建築企画計画論 1・2 2 ○ ○ ○
61 アーバンデザイン論 1・2 2 ○ ○ ○
62 建築構造ゼミナール 1・2 2 ○ ○
63 建築環境ゼミナール 1・2 2 ○ ○
64 建築計画ゼミナール 1・2 2 ○ ○
65 都市計画学特論 1・2 2 ○ ○
66 建築構造設計学特論 1・2 2 ○ ○
67 建築耐震工学特論 1・2 2 ○ ○
68 建築設計学特論 1・2 2 ○ ○
69 建築計画学特論 1・2 2 ○ ○
70 建築設備設計特論 1・2 2 ○ ○
71 建築材料・構工法特論 1・2 2 ○ ○
72 建築・都市設計演習Ⅰ 1・2 2 ○ ○ ○ ○ ○
73 建築・都市設計演習Ⅱ 1・2 2 ○ ○ ○ ○ ○
74 建築・都市設計演習Ⅲ 1・2 2 ○ ○ ○ ○ ◎
75 建築インターンシップ 1・2 4 ○ ○ ○

76 ○ ○

77 特別研究Ⅰ 1 2 ○ ○ ○ ○ ○ ◎
78 特別研究Ⅱ 2 4 ○ ○ ○ ○ ○ ◎
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自らの考えを正しく伝えるための日本
語能力や英語能力を身に付け、国際的
な視点を踏まえたディスカッションや
プレゼンテーションなどの実践的コ
ミュニケーションにより課題解決につ
なげることができる。

広く社会で活躍するために、自己を管
理し、主体的にチームワークで仕事を
進める統率能力を身に付けるととも
に、高度専門職業人として必要な倫理
観や社会的責任を理解し、建築分野の
知識や技能を総合的に活用しながら、
建築デザインへ結びつけることができ
る。
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建設・環境・建築分野の横断的基礎知
識を体系的に理解することができる

建築分野（建築構造系、建築環境系、
建築計画系）の専門的知識を有し、そ
れらの知識を総合的に応用することが
できる

建築技術者が関与するプロジェクトの
社会的、文化的意味と自然環境へ及ぼ
す影響を理解し、その課題を解決する
ための問題点を発見し、創意、創造お
よび工夫により実用的な問題解決策を
提案できる

社会的責任と戦略性について幅広い見
識を持ち物事を多角的に思考できる。

DP1 DP2

高度な専門性と学識 豊かな教養
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年次

単位数

◎：DPの達成に大いに貢献する

○：DPの達成に貢献する


